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住宅支援におけるコーディネーターの役割

噺潟県中越地震における被災住宅の修復促進に関する研究一その2

正会員　　○山口実里ホ

　同　　　　岡崎篤行艸
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新潟県中越地震　　　修復　　　　　　　　被災住宅

コーディネーター　　NPO　　　　　　　　旧山古志村虫亀

1研究背景と目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．修復過程

本研究は、前稿「住宅再建の経緯と旧山古志村虫亀集落　　　その1において、修復率の高かった旧山古志村虫亀4

における修復実態一新潟県中越地震における被災住宅の修　　部内の被災者に対しアンケートを用いたヒアリングを行

復促進に関する研究一その1」に引き続く一連の研究であ　　った。ヒアリングの達成率は57％。図1は、全壊判定の

る。本研究はNPO等の修復に関しての知識や技術を持っ　　被害を受けた住宅の再建過程についてまとめたものであ

た専門家が活動し・修復という選択肢が多く採られた旧　　る。最終的に修復という再建方法を採用した住宅は3件、

山古志村虫亀集落を対象として①被災者の再建までの　更地・新築の再建方法を採用した住宅は4件であった。

過程と②過程に関わった専門家と彼らの果たした役割　　修復を採用した3件の事例について詳細に見ていくと、

を明ら聾し・③震災後・被災住宅を再建する際に修1件目は被災当初は住宅の融・ついては考える余裕がな

響難慧鱗論た被災住謙灘灘難雲簗難
宅の中で修復という醜を果たした輸を中心に、虫亀4民間企業は瓢後に初めて関わる団体であったが・その

部内において被災住宅の醜過程とそれ1、関わった朝仕事熈への顯と鍼的な都欝が住宅を擁す腰
家を把握するために①アンケ＿トを用いた住民ビアリン因に繋がった・また・最納に再建方法に擁を採肌

グを行い、①で分かっ縛門家に対して彼らの果たしたた2件目は博門家に1目談をした際には擁とは異なる

役割を考察するために②被災後の彼らの活動1，ついてヒ醜方法を勧められたが・1964年の襯膿に施設縫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を経験した事から、全壊判定の被害を受けていても修復
アリングを行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が可能であるという知識を持っていたため修復が再建方
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法として採用された。最後に3件目だが、この事例は新　　災者に修復に関する知識があった場合に修復という再建

築していた住宅で引渡し間近の際に震災の被害に遭い、　　方法が採用されていた。

施工者であった民間企業が修復費用を全額負担するとい　　2）被災者が住宅の再建について相談をする専門家は虫

う話のもと修復される事となった特殊な事例である。　　　亀（地元）の大工・工務店である割合が高い。

　よって、修復に関する専門家が再建過程に関与した場　　3）地元外の専門家のコーディネーターの役割は職能も

合と被災者に修復に関する知識があった場合に修復とい　地元大工・工務店とは競合しないものであり、今後情報

う再建方法が採用されていた。　　　　　　　　　　　　　の整備が必要。

4攣騰響騨灘門家を謎1懇灘繕麟鱒麟難
類すると図2のようになる。これより被災者が住宅の再

建について相談をする専門家は虫亀（地元）の大工・工務

店、次いで割合が高いのは虫亀や被災者とっながりのあ

る大工・工務店である割合が高く、震災前から信頼関係

が構築されていた専門家だと考えられる。この中には集

落出身の大工も含まれており、この集落の被災者には地

元の専門家であると認識されていると考えられる。

　一方で地元の専門家ではない、震災後、虫亀に来た大

工・工務店（地元外）を利用した被災者は若干であったが

被災者の多くが地元の専門家に再建を依頼したため、依

頼ができず、知人の紹介もあったためこの地元外の専門

家に再建を依頼したというケース等があった。地元の大

工不足という問題が被災地にはあり、地元外の専門家の

協力が必要であったにも関わらず、信頼関係が構築され

ていなかったため地元外の専門家が活動しにくかったと

いう問題点が見られた。

5，修復過程におけるとコーディネーターの役割

　住民へのヒアリングから（株）1社・（NPO法人）JMRA・

KARTHという全壊判定のものも修復できる技術を持って

いる団体が対象地内で活動した事が分かった（図2①②）。

NPO法人の2団体の活動の中にコーディネーターとして

地元専門家と地元外専門家、そして施主をとりまとめて、

地元専門家がしにくい修復を行う活動があった事が分か

った（図3②）。しかし、今回被災地での彼らの活動は困難

であった（図3③④）。このような専門家であっても地元の

専門家等からの紹介があれば利用するという回答が住民

から、組合等からの窓口からの紹介なら協同して再建に

当たる上で信頼できるという回答が地元大工から、また

この様な専門家の情報を予め所有しておきたいとの回答

が行政から得られた。また、どの団体も地元大工・工務

店と競合を避けており、特にNPO法人の2団体は職能も

異なっているため、今後は彼らが活動しやすいように情

報を整備しておく必要があると考えられる。

6　結論

1）修復に関する専門家が再建過程に関与した場合と被

導門家には相談していない　　　　’漢饗、

震災後、虫亀に来た大工・工魏店

虫亀や被災者とつながりのある

　　大工・工務店

虫亀の大工・工務店

闘親族
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’　　　　　図2修復過程における建築専門家と被災者の関係

＊震災で被災した住宅の修復技術（自社闘発）を持った民闘企業

・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3修復過程におけるコーディネーターの役割
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